
- 105 - 
 

６．軽微な心電図所見の集積と長期循環器疾患死亡リスクとの関連  
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過去の研究から、安静時心電図における主要な所見だけでなく、軽微な所見（ST-T

変化、左軸偏位、時計方向回転、左室肥大、左房拡大）も心血管予後と関連していると

明らかにされてきたが、その影響は軽微なものであり臨床的に重要視されることはなか

った。今回、我々は、日本国民を代表する集団のコホート研究である NIPPON DATA 80/90

のデータを使用し、安静時心電図における軽微な所見の積み重ねが心血管予後に相加的

に影響していることを検討した。軽微な心電図異常を軸異常、構造的異常、再分極異常

のカテゴリーに分類した場合、対象とした 16816 名のうち、3648 名が一つのカテゴリ

ーの異常を有しており、555 名が 2つ以上のカテゴリーの異常を有していた。解析の結

果、長期的な心血管死亡は、カテゴリーの異常を多く有しているほどリスクが上昇する

ことが明らかとなった。このことは、健康診断におけるスクリーニング検査としての安

静時心電図の意義を再認識させるものであり、非常に示唆に富むものであると言える。 

 
（European Journal of Preventive Cardiology 2014 Dec;21(12):1501-8.に掲載） 


